
鳥取市循環バス「くる梨」の運賃改定にかかる意見募集について

近年、乗務員人件費の上昇や燃料、物価の高騰等に伴う運行経費の増大により、年々、運行欠損額（赤字額）が増加しており、令和７年度

においては、運行経費の約８割を公費で負担しています。 

今後も「くる梨」の運行を継続していくため、収支改善に向けた運賃改定等について関係者で協議してきました。 

このたび、改定内容（案）について市民の皆様から意見を募集します。 

【改定内容（案）】 

（１）１乗車あたりの運賃 

（２）１ヶ月定期券 

（３）回数券       運賃改定時期に併せて販売終了 ※購入済みの回数券は販売終了日から１年間は使用可能 

（４）運賃改定時期  令和９年春頃（予定） 

＜運賃改定の考え方＞ 

（１）一部区間で路線バスと同じ区間を運行しており、路線バスと同等のサービス提供と考え、路線バスの初乗り運賃「１７０円」を超えないこととします。 

（２）令和７年度に実施したアンケートでは、運賃１５０円を容認する割合が多い結果となりました。 

また、くる梨の特徴である「分かりやすい価格」と小銭が少なくて済む「手軽さ」を可能な限り維持するため大人１５０円とします。 

（３）子育て世代・障がい者の負担を軽減するため、小人（小学生）と障がい者の運賃を据え置きます。 

（４）運営コストを削減するとともに、値引きによる減収を無くすため、回数券の販売を終了します。 

■ご意見の応募期限  令和８年９月３日（木曜日）１７時００分まで 

■回答方法        とっとり電子申請サービス・回答用紙（バスターミナルに回収ボックスを設置）


